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第30回⾃由学園美術⼯芸教育発表会

11月16⽇、17⽇、18⽇と、⾃由学園で
「美術⼯芸発表会」が行われた。4年に1度
のビッグイベント。学校創⽴90年という伝統と
も絡んで、卒業生ばかりでなく、地域の⼈た
ちの注⽬も集めた。
もともと、創始者の⽻仁もと子先生は、とて

も不器用な⽅で、美術も⼯芸も苦⼿だった
そうだ。しかし、感性教育こそ、⼈間を育てる
⼟台だと、美術や芸術に⼒を⼊れた教育を
行ってきた。17⽇、18⽇と見て回っての感想
は「あなどれない」だった。幼児生活団から最
⾼学府までの⼒作＋α（卒業生の作品も
特別展⽰された）を、ほんのさわりだけだが、
紹介したい。 

市⺠レポーター 誘⽔ 

17⽇の午後に行われた、卒業生の
梶谷宣子さんの講演。彼女は、
1963年から40年以上、アメリカ・メト
ロポリタン美術館で、古代の染織品
の修復という根気のいる大仕事をさ
れていた。貴重な品が、ホコリをかぶっ
て机の上に積み重ねられていたりした
のを、⼀枚⼀枚、我が子のようにてい
ねいに修復したこともあるそうだ。
3000年も前のエジプトの亜麻布の
保全とか。決して華やかなスポットの
当たる仕事ではないが、そういう⼈が
いてこそ、歴史は引き継がれていくの
だ。学生時代から考古学が大好き
で、だからこそ、やり遂げることができた
のだろうと思う。いい仕事をやり遂げた
⼈には、独特の雰囲気があり、それに
触れるだけでも、生きる勇気をいただ
ける。

男子部のケーススタディは、「木から生
まれる学び、植林から椅子づくりま
で」。男子は中学生になると、⾃分の
机と椅子を⼿作りで作るそうだ。その
材料も⾃前で育てるという徹底ぶり。
モノ作りとは生活をデザインすること
で、モノを⾃分で作ると生活を見直す
ことができるそうだ。モノ作りの原点は
そこにあるかもしれない。

女子部のケーススタディは、「⾊と形を
みなで創る 万華鏡から染⾊まで」。
美術⼯芸というのは、⼿先が器用と
か不器用というだけで出来が決まるわ
けではない。数学も化学も物理も密
接な関係がある。万華鏡を作るには
数学は必須だし、染⾊には化学の知
識が必要だ。⾃分の学んでいること
が、実践の中で使えるというのはうれ
しいことだ。彼女たちが作った作品は
展⽰の中で見ることができたが、なん
とも温かく気持いい。伝統的なもの
は、もっともっと広がるといい。

初等部（⼩学生）の作品。⾃由な
⾊使いに⽬を引きつけられる。きっと、
私も、かつては、こういう感性をもって
いたのだと思う。どこでどう失ったのか。
もう⼀度取り戻すべく、子どもからいろ
んなことを学ばないと。

初等部。どうやって作ったのか。確か、
1年生か2年生の作品だ。右のペンギ
ンなんか、動き出しそうだ。
終わり間際に行ったので、時間がなく
て、帰るのが惜しくなってくるような作
品が並んでいた。君たちはすごいよ！

女子部の展⽰。18⽇天気が良かっ
たので、外の展⽰が⻘空に映えてい
た。中庭では、⿃たちがお散歩中だっ
た。女の子らしい、細やかな感性にあ
ふれた展⽰は、芝生にごろんと横にな
りたいリラックス気分にさせてくれた。

女子部の展⽰。藍染なのだそうだ。こ
の前では、しばらく⽴ち⽌まって、見と
れてしまった。天女の⽻衣というのは、
こんなのだったのかなと、何の脈絡も
ないけど、そう思ってしまった。知識が
なくてわからないのだが、こういう染織
品はどういう衣類に使われているのだ
ろうか。

男子部展⽰。17⽇の美術の先生の
講評では、男子部は「イマイチ」という
評価だったように感じた。しかし、細か
な部分にこだわらず、豪快にものごと
を進めていくのが男たるもの。そういう
見地から見れば、たくましさを感じる
展⽰だった。本物のパオを使って、彼
ら独⾃の世界を、中庭に表現してい
る。

⾃由学園男子部お得意の、木⽚で
作った動物。設計図をかいて、それに
沿って作っていくのだろうか。みんなで
協⼒しないと、いいのはできないだろ
う。作る過程を見てみたい気がする。
材料が木だから、生命感を感じる。

作品もすばらしいけれど、⾃由学園の
⾃然環境も作品だと言える。ちょう
ど、紅葉が見頃。感性を育てるには、
こうした環境が大いに役⽴つだろうと
思う。東久留⽶に住む者としては、湧
⽔や清流と並んで、⾃由学園の豊か
な⾃然環境は誇りだ。

最⾼学府の展⽰。ふっと⽬に⽌まった
織り機。「どうやって使うの？」と思わ
ず、そばにいた学生さんに聞いてしまっ
た。衣⽂化というのは、デザインとか機
能ばかりではなく、織るというところ、も
っとさかのぼって原料のことまで考えな
いといけないのかなと、思わされる展
⽰だった。

織り機の横では、その作品がはためい
ていた。部屋がぱっと明るくなる⾊合
い。⾊って不思議だな。脳を経由しな
いで、⼼にぱっと⾶び込んでくるような
気がする。まさに、感性に働きかけてく
る。⻩⾊を見ているとワクワクしてくる
し、⻘と⻩⾊の組み合わせが、気持
ちをしゃきっとさせたりする。

今回の特別企画。卒業生のささやか
な作品展。卒業生の⼈たちは、⾃由
学園の感性教育がどう実を結んで、
実生活の中で、どう生かしているか
の、モデルでもある。彼らが、何をフィ
ードバックしてくれるのか。何歳になっ
ても、感性豊かであることを証明する
場でもある。そういう意味で、なんとも
興味深い展⽰である。

卒業生展⽰。10センチ角のキューブ
に作品を⼊れる。これは、なかなかの
遊び⼼のあるテーマで、頭が固いと参
加できるものではない。⼿前の作品
は、ちっちゃな⾳響装置で、実際に⾳
も出るというスグレモノ。こういうことを
楽しめる大⼈が増えると、世の中はも
っともっと良くなるのではとうれしくなって
きた。すてきな展⽰だった。大成
功！！！

最後に訪ねたのは幼児生活団。ここ
は最⾼に癒される場所だ。かわいい
⼿形がいっぱい。嬉々として⼿形を押
す様子が、⽬に浮かんでくる。無邪気
というのは、ヨコシマな気持ちがないと
いうこと。まさに、彼らは天使だ。

なんとも独創的な粘⼟細⼯。「トロー
ル」というお話をもとにみんなで作った
もの。いい表情をしている。余計なこと
を考えず、物語の世界に⼊り込んで
いる。子どもたちにとっては、物語はフ
ァンタジーではなく現実なのだと思う。
大⼈には見えない世界が、彼らには
見えているのではないだろうか。⼼が
洗われる展⽰だった。

(写真の掲載については関係者の了
解を得ています)
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